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1．解 説 

運転免許更新手続の完全予約制の開始 

◆対象者 

令和 6 年 2 月 1 日（木曜）以降に更新手続をされる方 

オンライン講習による簡素化 

◆免許証更新・予約不要の方(オンライン講習) 

・70 歳以上（高齢者講習等該当者） 

・海外旅行、出産等の理由による更新期間前の更新手続をされる方 

・住所地以外の都道府県公安委員会を経由した更新手続をされる方 

・警視庁が発行した更新連絡ハガキがない方（郵便事情等で届かなかった、紛 

失した方） 

・島部警察署で更新される方 

◆予約制の導入 

日によっては更新手続きが混み合うことから予約制を導入 

◆手続きの流れ 

運転免許証更新のお知らせが（以下｢更新ハガキ｣という）が届いてから更新

手続きを行うことが出来ます。 

予約可能な期間は、｢誕生日の 1 ヶ月前｣から運転免許証の有効期間｢誕生日の

1 ヶ月後｣までの 2 ヶ月間です。 

◆更新ハガキが届いた場合 

原則、予約制ですがインターネットへの接続環境がない方等を対象に、予約

なしでも更新手続き可能としています。 

ただし、受付やその他の手続きに時間を要しますので、余裕を持って更新手

続きを行ってください。 

また、予約なしでの来場者が多い場合には、手続き終了が遅くなる可能性は

あります。 

◆予約が行えるのは代理人でも可 

予約画面の操作は、家族等が代わりに入力することも可能です。 

パソコンやスマートホンで予約手続きを行った際の予約完了画面、又は印 

 刷したものを提示する必要があります。 

◆オンライン更新時講習を受講した場合、｢オンライン講習済み｣と表示されて

いる予約枠を予約してください。 

●受講される方がスマートフォン又はパソコンで専用サイトにアクセス 

●マイナンバーカードを使ってログイン 

●スマートフォンやパソコンで講習動画を視聴後アンケートに回答する 

●運転免許センターや警察署で更新手続き 
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なお、不正などはできません。動画視聴中には、確認問題が出題されるほか、 

受講者の顔画像を撮影して受講しているか確認されます。 

オンライン化されるのは運転者講習の部分のみであり、写真撮影や視力検査、 

運転免許証の受取りなどについては、試験場、更新センター、指定警察署で行 

わなければなりません。 

2023 年 10 月 2 日から受講対象が一般運転者にも拡大され、誕生日が 10 月 

1 日以降の方などでも一定の条件を満たせば、ゴールド免許でなくても受講で 

きます。 

講習動画について優良運転者は 30 分、一般運転者講習は 40 分となります。 

【接続する際は本人確認のために更新通知はがきに記載された管理番号や QR

コードでパソコンやスマホに読み込ませると専用ページにつながる。】 

◆更新ハガキが届いてない場合 

更新ハガキが届く前に予約することは出来ません。 

◆予約完了画面データ・印刷物・更新ハガキなど紛失した場合 

予約時間にセンター等に直接来場して、係員にその旨を伝えてください。 

確認が取れしだい更新は可能です。 

予約完了時に表示される受付番号12桁を控えて、予約日に来場してください。 

◆運転免許証の有効期限が切れている場合 

運転免許センターにて｢「運転免許証の期限切れ」申請手続きを行なってくだ

さい。 

◆免許更新に必要なもの 

◎現在の運転免許証 

◎更新手数料 

◎免許更新のお知らせハガキ 

※警視庁が発行した更新連絡ハガキ記載の予約用 IDが必要となります。 

 更新連絡ハガキを持っていない方は、免許更新期間内に、本人の講習区分で更 

新可能な手続場所に出向いて更新してください。 

 なお、更新センター及び指定警察署は、講習室の定員が少ないことから、可能 

な限り運転免許試験に出向いて受講して下さい。 

            警視庁 運転免許本部 免許管理第一係 

                      ℡：03－6717－3137（代表） 

                           自動音声予約ダイヤル 

                         ℡：050－1808－5070 

                            (通話料が発生します) 

2．免許証保有者・事故件数 

現在、日本国内の免許保有者数は、81,862,728 人と、特に 65 歳以上の高齢者免
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許保有者数は 19,838,119 人となっております。 

また、警察庁が 2025 年 1 月 7 日に発表した全国の交通事故死者数が前年比 15

人減の 2,663 人で、統計が残る 1948 年以降で過去 3 番目に少なかった。 

昨年の交通事故件数は 290,792 件で、前年より 17,138 件減少した。ピークであ

った 2004 年の 952,720 件に比べ、約 3 分の 1 に減っています。 

負傷者数は前年から 21,839 人減り、343,756 人となり、死傷者数は 2023 年の

2,678 人より 8 年ぶりに増加したが、昨年より微減となりました。 

65 歳以上の高齢者死傷者数は 1,513 人で前年より 47 人増え、全体の 56.8%を占

めている。都道府県別でみると、東京は前年より 10 人増の 146 人で 4 年ぶりにワ

ースト 1 番となり、愛知が 141 人（前年比 4 人減）、千葉が 131 人（前年比 4 人

増）、最も少なかったのは島根の 9 人（前年比 13 人減）の順であった。 

 

3．道路交通法改正 

運転免許証と個人番号カード（マイナンバーカード）の一体化に関する規定の整備 

健康保険証として使用されているマイナンバーカードは 2024 年 10 月末時点で 

保有者数が 9,449 万枚となり、政府は今後の対策として運転免許証の一体化などを

進めるなど、マイナンバーカードの利便性の向上を図ることから、2025 年 3 月 24

日から実施される。 

 マイナンバーカードは 2016 年 1 月に発行が始まり、コンビニエンストアで住民 

票の写しなどを取得する際に利用出来ることから運用が始まります。 

 

◆特定小型原動機付自転車 

・特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）の交通方法等 

原動機付自転車は｢一般原動機付自転車｣と｢特定小型原動機付自転車｣に区分さ 

れ、特定原付のうち一定の要件に該当され 3 種類となりました。 

・乗用車ヘルメットの着用は努力義務 

・道路の左側端に寄って通行するなどの交通ルールが定められました。 

・歩道通行や路側帯通行等に関する交通ルールが定められました。 

・危険な違反行為を繰り返す者には講習の受講が義務づけられました。 

 

◆自転車による酒気帯び運転・スマホ等によるながら運転 

 自転車運転中における携帯電話使用等（いわゆる｢ながらスマホ｣、｢酒気帯運転

の罰則整備｣（令和 6 年 11 月 1 日施行）） 

 令和 6 年 5 月 24 日に改正法律が公布され、自転車運転中における携帯電話使用

等｢ながら運転｣及び自転車の｢酒気帯び運転｣等の罰則が整備されました。 

・6 ヶ月以下の懲役、10 万円以下の罰金 
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・危険を生じさせた場合は、1 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金 

 これまでは酩酊状態である｢酒酔い運転｣のみ、罰則の対象とされていましたが、 

酒気帯び運転さらには酒類の提供や同乗・自転車の提供に対しても新たに罰則が 

整備された。 

・違反者：3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 

・自転車提供：3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 

・酒類の提供・同乗者：2 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金 

・自転車運転者講習とは、信号無視や一時不停止などの危険行為を繰り返し、3 年 

以内に 2 回以上摘発された自転車運転者は道路交通法の規定により、「自転車運転 

者講習」の受講を命じられます。 

自転車運転者講習の対象となる危険行為に「酒気帯び運転」「携帯電話使用等」 

が追加されました。 

◆自転車違反に対し｢青切符｣適用 

警察庁は、16 歳以上を対象に自転車の交通違反者に対し反則金を課することに

なります。反則金は軽微な違反に｢青切符｣を交付し、納付されれば刑罰を科さない

仕組み。今までは車やバイクなどに制度化されていましたが、自転車だけは対象外

であった。自転車利用拡大に伴って事故が増えていることから、反則切符を適用す

ることになりました。 

対象となる違反は、信号無視、一時不停止のほか、自転車特有の｢歩道における 

通行違反｣など計約 115 種類があげられる。 

 違反があっても、指導、警告を原則としますが、警察官の警告に従わない場合や 

歩行者にケガを負わせる危険悪質な場合に｢青切符｣を適用することになります。 

 その他、酒酔い運転やあおり運転などについても、今まで通り刑事処分となる｢赤 

切符｣の適用となり、携帯電話を使用しながら｢ながら運転｣についても禁止となり

ます。これまで改正法案で罰則がなかった自転車の酒気帯び運転も刑罰の対象に 

なります。 

また、2023 年 4 月 1 日からすべての自転車利用者のヘルメットが努力義務とな 

りました。 

 義務は”必ず守る”の決まり事であるため、強制力を伴い罰則が設けられています。 

しかし、努力義務は”できる限り守る”という決まりことのため、法的拘束力や罰 

則はありません。 

 排気量 50cc 以下の原付バイクが、2025 年度より排ガス規制にかかることから生 

産が出来なくなり、出力を押さえ速度が出ないようにした排気量 125cc 以下のバイ 

クを原付バイクとすることになります。 

◆生活道路の最高速度 30 キロ制定 

一般道路のうち速度規制がかかっておらず中央線などがない区間について、車の

https://www.asahi.com/topics/word/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E7%B7%9A.html
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最高速度（法定速度）を時速 30 キロと定める道路交通法施行令改正が、2024 年 7

月 23 日閣議決定された。現在は一般道の法定速度は 60 キロだけだが、生活道路

が時速 30 キロになる。2026 年 9 月 1 日から実施される。 

警察庁は当初、全ての横断歩道を対象にする方針だったが、視覚障害者の安全を

図るため、始めるのは音響信号機や専用点字ブロックが設置されている場所に限る

ことにした。 

警察庁によると、生活道路の対象は中央線・中央分離帯がない 1 車線の公道を想

定しており、道幅 5.5 メートル未満の道路が該当します。一方、中央線がある道路

は引き続き時速 60km が法定速度となり、既存の規制標識がある道路は標識に示さ

れた速度が最高速度となります。 

 

4．危険運転致死傷罪 

自動車の危険な運転によって人を死傷させた際に適用される犯罪類型である。東

名高速道で飲酒運転のトラックが女児二人を死亡させた1999年の東名高速飲酒運

転事故などをきっかけに 2001 年に制定さました。 

（サービスエリアにて安易に缶ビールを飲酒、4 時間ほど仮眠休憩後、同エリアを

出発したが途中居眠り運転したことにより渋滞車両の発見に遅れ追突事故を起こ

す。） 

法定刑は負傷につき 15 年以下の懲役、死亡につき 1 年以上の有期懲役。 

構成要件として、速度・アルコールの影響・更に赤信号を無視・あおり運転、被

告本人に危険性の認識（故意）があること。 

悪質運転による交通事故に対処するために、法務省は危険運転による大幅な速度

超過などが適用されないことから、自動車運転死傷処罰法の改正に取り組みを始め

ました。 

危険運転は大幅な速度超過でも運用されておらず、条文の内容についても曖昧さ

が多く被害者が救済されていないことから見直しをはかることになります。 

2001 年（平成 13 年）の刑法改正により、刑法第 208 条の 2 に新設された規定

であるが、その後、2013 年（平成 25 年）に公布された自動車の運転により人を死

傷させる行為等の処罰に関する法律（自動車運転死傷行為処罰法）（平成 25 年 11

月 27 日法律第 86 号）に独立して規定される。 

法第 2 条に規定する各類型では、致傷は 15 年以下の懲役、致死は 1 年以上の有

期懲役。 

第 3 条に規定する準危険運転致死傷罪では、致傷は 12 年以下の懲役、致死は 15

年以下の懲役。 

なお、故意性が極めて強いと判断される危険運転致死は、自動車運転処罰法では

なく刑法 199 条の殺人罪で処断され、法定刑が死刑・無期または 5 年以上の有期

https://www.asahi.com/topics/word/%E6%B3%95%E5%AE%9A%E9%80%9F%E5%BA%A6.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%96%BD%E8%A1%8C%E4%BB%A4.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E9%96%A3%E8%AD%B0%E6%B1%BA%E5%AE%9A.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E8%A6%96%E8%A6%9A%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%82%B9%E5%AD%97%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AF.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%B1%E9%99%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8B%E8%BB%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8A%AF%E7%BD%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%90%8D%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%81%93%E8%B7%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%90%8D%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%81%93%E8%B7%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%92%E9%85%94%E3%81%84%E9%81%8B%E8%BB%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/1999%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%90%8D%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%A3%B2%E9%85%92%E9%81%8B%E8%BB%A2%E4%BA%8B%E6%95%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%90%8D%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%A3%B2%E9%85%92%E9%81%8B%E8%BB%A2%E4%BA%8B%E6%95%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/2001%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A7%8B%E6%88%90%E8%A6%81%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E3%81%AE%E9%81%8B%E8%BB%A2%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E4%BA%BA%E3%82%92%E6%AD%BB%E5%82%B7%E3%81%95%E3%81%9B%E3%82%8B%E8%A1%8C%E7%82%BA%E7%AD%89%E3%81%AE%E5%87%A6%E7%BD%B0%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E3%81%AE%E9%81%8B%E8%BB%A2%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E4%BA%BA%E3%82%92%E6%AD%BB%E5%82%B7%E3%81%95%E3%81%9B%E3%82%8B%E8%A1%8C%E7%82%BA%E7%AD%89%E3%81%AE%E5%87%A6%E7%BD%B0%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AE%BA%E4%BA%BA%E7%BD%AA_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E6%AD%BB%E5%88%91
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懲役となる。 

 

◆特定の疾患とは、運転免許証の交付欠格事由 

◎運転に必要な能力を欠く恐れがある統合失調症 

◎覚醒時に意識や運動に障害を生じる恐れがあるてんかん 

◎再発性の失神障害 

◎運転に必要な能力を欠く恐れがある低血糖症 

◎運転に必要な能力を欠く恐れがある躁鬱
そううつ

病（単極性の躁病・鬱病を含む） 

◎重度の眠気の症状を呈する睡眠障害 

上記各疾患の影響により、運転前または運転中に発作の前兆症状が出ていたり、

症状が出ていなくても所定の治療や服薬を怠っていた場合で、事故時に結果的に

「正常な運転が困難な状態」であれば、本罪が成立することになる。 

なお、病気を原因とした「正常な運転が困難な状態」については、上記のほか、

発作のために意識を消失している場合や、病的に極端な興奮状態、顕著な精神活動

停止や多動状態、無動状態など、幻覚や妄想に相当影響されて意思伝達や判断に重

大な欠陥が認められるような精神症状を発症している場合も含まれる。認知症は含

まれていない。 

現在の道路交通法の解釈では｢制御が困難な高速道路｣で走行した場合などに適

用され、法定刑の上限は懲役 20 年となり、一方、運転ミスに適用される過失運転

致死傷は懲役 7 年が限度であることです。 

｢何キロ以上なら該当する｣といった線引きがありません。 

 

◆2018 年 12 月 29 日津市で発生した法定速度 60 キロの道路を約 146 キロで車

を運転し、結果的には 5 人を死傷させた事故について、｢制御が困難な高速度｣と表

現されものの、事故の危険性の認識があったとまではいえない｣として危険運転致

死傷罪の適用を見送られ、過失運転で 2020 年 6 月 16 日津地方裁判所は懲役 7 年

の判決が確定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
法定速度超過による事故現場(被害タクシー) 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8B%E8%BB%A2%E5%85%8D%E8%A8%B1%E8%A8%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%B1%E5%90%88%E5%A4%B1%E8%AA%BF%E7%97%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%A6%E3%82%93%E3%81%8B%E3%82%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%B1%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8E%E8%A1%80%E7%B3%96%E7%97%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BA%81%E9%AC%B1%E7%97%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AC%B1%E7%97%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9D%A1%E7%9C%A0%E9%9A%9C%E5%AE%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AA%8D%E7%9F%A5%E7%97%87
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被害者側が大破した車両 少年が運転していた暴走車両 

危険運転致死傷罪の構成要件は、運転行為の中でも特に危険性の高いものに限定

さていることから、居眠り運転や単なる速度超過などで走る速度は適用対象になら

ないなど、裁判で争われることがあります。 

今後の法改正では｢悪質で危険な運転による死傷事故が増え、被害に対する社会

的な関心が高まり、罰則のあり方などを議論することになります。 

 ◆194 キロ事故・懲役 12 年求刑 

 2021 年 2 月、時速 194 キロで走行して右折車両に衝突し、暴走運転の末に起き

た死亡事故について、大分地方裁判所は｢過失運転｣ではなく｢危険運転｣にあたると

判断する。 

 大分地裁は当初、少年を自動車運転死傷行為処罰法違反の過失運転致死で在宅起

訴されたが、遺族等の署名活動を経て、地裁は起訴要因を請求し、地裁に認められ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 28 日、大分地方裁判所は「ハンドルやブレーキ操作のわずかなミ

スで進路を逸脱する危険性がある」として危険運転の罪が成立すると判断し、当時

19 歳の被告に懲役 8 年の判決を言い渡しました。 

 

5．高齢者運転対策 

この講習は高齢者講習と同等の効果を生じさせるもので、講義・運転適性検査・

実車指導・検査（対象者のみ）を行います。免許の更新期間が満了する日における

年齢が 70 歳以上の方は、高齢者講習同等教育課程を受けなければ免許更新が出来

ません。 

 

・講義（座学） 

・運転適性検査 

・動体視力 

・実車指導 

・認知機能検査（75歳以上） 

・運転技能検査（対象者のみ） 
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高齢者講習を受講しないと運転免許証の更新はできません。 

運転免許証の更新期間満了日（誕生日の 1 か月後の日）の年齢が 70 歳から 74 歳

で、東京都内にお住まいの方は、更新手続前に高齢者講習等の受講を都内外の指定

自動車教習所等で受けてください。 

「免許証更新のための講習のお知らせ」ハガキは、講習区分の決定後、印刷して

郵送となりますので、遅くとも有効期間満了日の 6 か月前までには、お手元に届く

ように発送しています。 

 お知らせハガキには、所在地・電話番号が記載してありますので、希望する教習

所等に電話等で直接予約してください。 

• 高齢者講習は予約制です。 

• 「講習のお知らせ」ハガキを受領後に予約してください。 

免許の更新満了日（誕生日の 1 カ月後の日）の年齢が 75 歳以上になる方で、免

許の更新を希望される方は、高齢者講習等（高齢者講習同等教育課程）に先立ち「認

知機能検査」の受検が必要です。この検査で「認知症のおそれなし」と判定された

方は、高齢者講習等をハガキの裏面記載のいずれかの場所で受講してください。 

※認知機能検査で「認知症のおそれあり」と判定された場合は医師の診断を受け、

診断結果によっては免許取り消しになる可能性があります。 

 

◆75 歳以上の運転技能検査（実車試験）制度の導入 

 また、75 歳以上の方で、一定の違反歴がある方は「運転技能検査」の受検が必要

です。これは、教習所などのコース内で実際に車を運転する実車試験で、運転技能

検査に合格しないと免許の更新はできません。 

75 歳以上で｢一定の違反歴｣のある者は運転免許証更新時に、運転技能検査等を

受検することになりました。 

公安委員会の運転技能検査以外に、公安委員会の認定を受けた方が行う、運転技

能検査と同等の効果がある運転免許取得検査等があります。 

検査の結果が一定の基準に達しない者には、運転免許証の更新をしないことになり

ます。 

この検査は、普通自動車対応免許の保有者のみが対象で、（大特・二輪・原付・

小型特殊）のみは対象外です。 

受検期間は更新期間満了前６ヶ月以内で繰り返し、受検することができます。 

一定の違反歴とは、運転免許証の有効期間が満了する日の直前誕生日 160 日前、3

年間において下記の｢基準違反行為｣をしたことを指します 

運転技能検査（実車試験）の合格は認知機能検査を受け、｢認知症のおそれなし｣

と判定された場合は高齢者講習に進み、｢認知症のおそれあり｣と判定された場合は、

医師の診断を受けることになります。 
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運転技能検査（実車検査）の対象は普通免許で、不合格になっ

ても原付免許、フオークリフト、除雪車、農耕トラクターなど

の小型特殊免許は希望すれば継続可能です。 

【参考に 75 歳以上の高齢ドライバーのうち、約 7％が運転技

能検査の受検対象となり、年間毎年 15 万人以上に上るとみら

れます。 

① 信号無視 ②通行区分違反 ③通行帯違反等 ④速度超過 ⑤横断等禁止違反 

 ⑥踏切不停止等・遮断踏切立入り ⑦交差点右左折方法違反等 ⑧交差点安全進行義

務違反等 ⑨横断歩行者等妨害等 ⑩安全運転義務違反 ⑪携帯電話使用等 

㊟くれぐれも、上記 11 項目等の違反がないようにしてください。 

 

サポカーの限定免許は高齢ドライバーに限らず、初めて免許を取得する際に選択

できるほか、すでに保有している「普通免許」などからの切り換えも可能とし、主

に免許の自主返納を促し、踏み切れない高齢ドライバーが自主的にサポカー限定に

切り換えるケースを想定とします。 

今後、国土交通省が定める安全基準などの要件を踏まえ、限定免許の対象とする

サポカーの安全機能についても定める方針です。 

※参考まで 90 歳以上の全国免許証保有者数 100,281 人 

 

6．ライドシェアー 

日本では、2024 年 4 月 1 日から「自家用車活用事業（日本型ライドシェア）」が

スタートしました。また「自家用有償旅客運送（自治体ライドシェア）」という制

度もあり、これはおもに過疎地や公共交通が不足している地域で実施されるもので

す。 

ライドシェアのドライバーになるためには、タクシー事業者への登録が必要です 

が、二種免許は必須ではなく、普通免許さえあれば、タクシー事業者の研修を受 

けた後にドライバーとして働けます。 

交通サービスの不足：特に地方や過疎地では公共交通機関が不足しており、新た 

な移動手段とタクシードライバーの人手不足：新型コロナウイルス感染症の影響で

タクシードライバーが大量退職し、タクシー業界では深刻な人手不足タクシーの台

数不足：特に都市部や観光地では、時間帯によってタクシーの台数が不足しており、

ライドシェアがその解消策として運行管理をタクシー会社が担当することです。ド

ライバーの教育や勤務管理もタクシー会社が行います。 

免許要件：タクシードライバーには第二種運転免許が必要です。一方、ライドシ 

ェアドライバーには普通免許（第一種運転免許）があれば運転できます。 
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ライドシェアでは、ドライバーの自家用車（白ナンバー）を使用する点が違いで 

ライドシェアによる、サービス利用者側のメリットは、以下のとおりです。 

◎メリット 

・環境負荷軽減・収入の増加・利便性向上・環境への貢献 

◎デメリット 

・ドライバーが安全運転を怠る可能性 

・運転手はマナーが悪かったり、運転技術が低かったりする 

ライドシェアは、タクシーが捕まりにくい地域や混雑した時間帯でも、マッチン 

グを介して移動できるため、利便性が向上します。また、一台の車で複数の人が移

動することで、道路の車両数を減らし、CO2 排出量を削減できるのもメリットで

す。 

ライドシェアのドライバーは一般の個人であり、運転技術やマナーにばらつきが 

あります。一部のドライバーが安全運転を怠る可能性があるのはデメリットです。

また、ライドシェアのドライバーはどんなお客様がご乗車するか分かりません。ト

ラブルのリスクがあることから、ドライバー側も注意が必要です。 

日本型ライドシェアでは、タクシー事業者が一般ドライバーの教育、運行管理、 

自家用車の整備管理を行い、運送責任を負う点が特徴です。そのため、タクシー会

社に登録された車両が使われます。 

ライドシェアとは、個人が自家用車を利用し、有償で他人 

を運ぶ配車サービスです。日本では 2024 年 4 月に「日本型

ライドシェア」がスタートし、地方の交通不足やタクシーの

台数不足を解消する手段として期待されています。タクシー

と異なり、普通免許で運転が可能であり、タクシー事業者が

運行管理を行うのが特徴です。海外では Uber や Lyft が普及し、日本でも GO や

Uber などのアプリを通じて利用できます。 

日本では道路交通法の 78条では事業用自動車以外の自家用自動車で有料運送は禁 

止されており、現状では白タク行為になってしまう。 

 

7．一定の病気 

【平成 27 年 6 月 1 日施行】 

ア. 統合性失調症 

イ．てんかん 

ウ．再発性の失神 

エ．無自覚性の低血糖症 

オ．躁鬱
そううつ

病 
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カ．重度の眠気の症状等を呈する睡眠障害 

キ．その他、自動車等の安全な運転に必要な認知・予測、・判断・操作のいず 

れかに関わる能力を欠くこととなるおそれがある症状を呈する病気 

ク．認知症 

ケ．アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 

●一定の病気等とは ・統合失調症 ・てんかん ・再発性の失神 ・無自覚性の低 

血糖 ・そううつ病 ・重度の眠気の症状を呈する睡眠障害 ・認知症 ・その他自 

動車等の安全な運転に必要な認知、予測、判断又は操作のいづれかに係る能 力 

を欠くこととなるおそれがある症状を呈する病気 をいい、これらの一定の病気 

に ・アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒 を加えたものを「一定 

の病気等」といいます。 免許取得の可否や免許の行政処分は、病気の症状や程度 

によって個別に判断することになります。 

●免許の取得・更新時の質問票の交付・提出義務 公安委員会は免許の取得・免許 

証の更新をしようとする方に対して、一定の病気等に該当 するかどうか判断す 

るための質問票を交付することができ、これを交付された方は、質問票 に答え 

て公安委員会に提出しなければなりません。 虚偽の記載・報告をした場合には、 

１年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金の対象となります。  

●医師による任意の届出制度 医師は一定の病気等に該当する方を診察し、その方 

が運転免許を持っていると知ったとき は、その診察結果を公安委員会に届け出 

ることができます。  

●一定の病気等に該当する疑いのある方に対する免許効力の停止 公安委員会は、 

一定の病気等にかかっていると疑われる方の免許を３カ月を越えない範囲 内で 

期間を定めて停止することができます。  

●一定の病気に該当することを理由として免許を取り消された場合の再取得に係 

る試験の一 部免除 一定の病気等に該当することを理由に免許を取り消された 

場合、取消しから３年以内であれば、再取得時の運転免許試験（技能試験及び学 

科試験）が免除されます。  

●免許の取消・拒否等を受けた人及び免許が失効したため取消等の処分を受けな

かった人で、欠格期間（1 年から 10 年）が終わった後、新たに運転免許を取得

しようとする場合、過去 1 年以内に「取消処分者講習」を受けていなければ、

免許試験（仮免許試験を除く。）を受けることができません。 

●運転更新における質問票 

平成 25 年に法改正された一定の病気をについて運転者に対する対策です。改

正法では、免許の取得・更新の際、「過去 5 年以内に病気で意識を失ったことが

あるか」、など５つの問いに答える「質問票」の提出が義務付けられたことです。

虚偽の申告をした場合、1 年以下の懲役または 30 万円以下の罰金が創設された
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ことです。 

(2015年11月てんかんを隠し免許更新した35歳男性を虚偽申告で免許取消処分

となっています。【大阪府警】) 

●一定の病気症状の詳細 

公安委員会は、運転免許受験者や免許更新者に対し、一定の病気等に関する症 

状（上記９項目）の質問をすることが可能となり、症状があるにも関わらず虚偽

の回答をして、免許を不正に取得又は更新した場合は、１年以下の懲役又は３０

万円以下の罰金刑を受けることになります。 

●医師が任意で申告できる制度 

病気の症状がある患者を診察した医師が、任意で患者の診断結果を公安員会に

守秘義務の例外となる法的整備がなされ、届け出ることができました。 

●病気が疑われる事故運転者には免許停止が可能に 

交通事故を起こしたドライバーが一定の病気に該当すると疑われる場合は、専 

門医の診断による取消処分を待たずに、免許の停止措置もできるようになります。 

事業所等は免許保有者に対して、免許の停止・取り消しの対象となる病気に該当 

するかどうかを調査する必要があるときは「一定の病気の症状等」に関する報告

を求められるこことされました。 

  病気の症状があるにも関わらず、公安委員会に虚偽の回答をして免許を取得又 

は更新した者には、罰則が科せられます。 

※質問票を交付された更新申請者または免許申請者は、質問票に必要事項を記載 

し、更新申請書または免許申請書とともに記載済みの質問票を係官に提出して下 

さい。 

 

8．事業者も処分対象（下命・容認） 

 ●下命容認とは 

  自動車の使用者が、運転手に規定違反行為（無免許運転・過労運転等）強 

制すること。 

  ・無免許運転 

  ・最高速度制限違反運転 

  ・酒気帯び運転 

  ・過労運転 

  ・大型自動車等無資格運転 

  ・積載制限違反運転 

  ・車両の放置行為 

  使用者・事業主、安全運転管理者が上記 7項目をドライバーに命じたり、ド 

ライバーが違反をすることを知っていながら容認することである。 
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  道路運送法などでは、トラック、バス、タクシーの事業用自動車が飲酒や無 

免許運転などの「悪質違反」を起こした場合、国交省が事業者を監査したうえ 

で、警告や車両の使用を停止させるなどの行政処分を行う規定などでしたが、 

 ◆軽井沢バス事故 

長野県軽井沢町で2016年、大学生ら15人が死亡し、26人が重軽傷を負ったスキ 

ーツアーバスの転落事故で、業務上過失致死傷罪に問われたバス運行会社の社長ら2 

人の判決が8日、長野地方裁判所であった。大野洋裁判長は、社長（61）に禁錮3年 

（求刑禁錮5年）、元運行管理者（54）に禁錮4年（同）を言い渡した。 

事故は2016年1月15日午前1時50分ごろ、 

町内の国道18号で発生した。バスは下り坂で時 

速96キロまで加速し、カーブを曲がりきれず道 

路脇の崖下に転落した。運転手（当時65）は事 

故時に死亡し、社長及び運行管理者の両名2人 

が5年後、在宅起訴された。 

 

9．携帯電話等などによる｢ながら運転｣ 

 ながら運転とは、車運転中にスマートフォン・携帯電話・カーナビを注視し操 

作することを指しますが、車だけではなく、オートバイ・原動機付自転車・自転 

車等なども含まれます。 

 自動車又は原動機付自転車を運転する場合において、車両が停止している状 

態を除き、携帯電話用装置、自動車電話用装置そのほかの無線通話装置等を通話 

のために使用し、当該自動車等に取り付けられ若しくは持ち込まれた画像表示 

用装置に表示された画像を注視しないことが定められています。 

 2019 年 12 月に「携帯電話使用等違反」に関する法律が厳罰化され、禁止事 

項の罰則が重くなっています。罰金が「5 万円以下」から「10 万円以下」と 2 倍 

となり、反則金は 3 倍の 18,000 円（普通車）に違反点数は 3 倍の 3 点になった 

ことです。また 2021 年 1 月からは運転中にスマートフォンや携帯電話での通話 

・カーナビなどの画面を注視すると「6 ヶ月以下の懲役又は 10 万円以下の罰 

金」が課せられることです。 

 ◆「ハンズフリー通話しながら運転」について道路交通法では問題はありませ

んが、都道府県の条例によっては、ハンズフリー通話が条例違反になる可能

性があります。 

東京都道路交通規制８条(５)では｢高音でカーラジオ等を聞き、又はイヤホー

ン等を使用してラジオを聞く等、安全な運転に必要な交通に関する音又は声が

聞こえないような状態で車両等を運転しないこと。｣になっております。 

条例では、周囲の交通の音が聞こえなくなるようなイヤホーンの使用に関し

大破した大型観光バス 

https://www.asahi.com/topics/word/%E8%BB%BD%E4%BA%95%E6%B2%A2%E7%94%BA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%9C%A8%E5%AE%85%E8%B5%B7%E8%A8%B4.html
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て禁止しており、イヤホーンを付けているだけで直ちに違反ということではあ

りませんが、各区都道府県の条例が施行されていますので注意して下さい。なお、

食べながらの運転や化粧しながらの運転は｢ながら運転｣の対象になりませんが、

運転するすべての人は守らなくてはならない大事な決まりがあります。常に車

を運転する義務があることです。もしこの様な原因で事故を起こした場合は、

｢安全運転義務違反｣として処分されます。 

 公安委員会では｢注視｣を２秒以上のことを定義しており、わずかな時間でも 

スマートフォン、ダブレット端末に気を取られ、前方確認がおろそかになり悲惨

な交通事故に繋がる危険性から、例えば 40ｋｍで走行する車は 1 秒間に

11.1m進むことになります。2秒間だと倍の約 22m走行することになります。 

     1 秒間に走行する距離の計算方法 

     距離×時間が早さ 

     早さ＝1000m÷3600 秒 

       ＝0.2777 

＝約 0.3ｍ 

つまり速度に 0.3 を掛ければ近い数字が計算することが出来ます。 

  1秒間に進む距離は速度×0.3 で覚えて下さい。 

 

10．車両故障等の防止対策について 

  自動車の車両故障は、運転者が予期し得ない状態で、突発的に発生する場合 

が非常に多く、特に高速道路上においては多重衝突などの大きな事故になる可 

能性が高く、また故障による路上駐車は、他の交通への著しい障害となるばか 

りではなく、連鎖事故を誘発する危険性もあります。 

 

 〇道路における故障発生状況 

  日常点検を適切に実施していますか？ 

  走行距離や時間の経過に伴って部品の摩耗・劣化が進行します。日常点検を 

怠ると運転庁に故障やトラブルに遭遇してしまいます。交通渋滞や交通事故を 

誘発することになってしまうことから、常に事前点検は最低限励行しましよう。 

 １．故障が多く発生する季節は夏頃から増える傾向が多く見られます。 

  走行距離・時間の経過に伴って部品の摩耗・劣化が進む傾向にあり、運転中 

に故障・トラブル等が生じてしまい交通渋滞や交通事故を誘発するおそれがあ 

ります。 

「一般道路」について説明しますと①タイヤ 35.1％（前年 33.8％）、②バッ 

テリー28.5％ （前年 29.2％）、③オルタネータ 4.7％（前年 4.7％）となっ 

ています。 
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「高速道路」に ついては、①タイヤ 61.8％（前年 58.0％）、②潤滑油 4.0％ 

（前年 4.8％）、③冷却水 2.3％ （前年 3.1％）となっています 。 

「一般道路」、「高速道路」どちらにおいてもタイヤの故障発生件数の割合が 

高く、過去の 統計からもタイヤの故障発生件数の割合が高いことから、走 

行前にタイヤの摩耗量や外観の傷の確認及び空気圧の確認等の日常点検を 

確実に実施することにより、このような路上 故障の発生を未然に防ぐ事が 

できると考えられます。  

また、「一般道路」については、バッテリーの故障発生件数の割合も高くな 

っています。 その中でも、過放電の割合がバッテリー故障全体の 69.8％（前

年 70.9％）を占めており、 バッテリーの長期使用による劣化、あるいは電

装品の複数同時使用等によりオルタネータ からの発電量を超えて電力を消

費する状況が続くことで、バッテリーが過放電状態になったことが原因であ

ると考えられます。 

装置別故障発生件数の割合をみると、｢一般道路｣では、①電気装置 38.3％ 

（前年 39.2％ ）、 ②走行装置 35.3％（前年 34.1％）、③エンジン本体 8.7％ 

（前年 8.5％）と、電気装置による故障発生件数の割合が最も高くなってい 

ます。  

また、「高速道路」では、①走行装 置 62.3％（前年 58.0％）、②燃料装置 

11.6％（前年 12.0％）、③エンジン本体 8.8％（前年 6.2％）と、走行装置 

による故障発生件数の割合が最も高くなっています。 

「一般道路」、「高速道路」どちらにおいてもタイヤの故障発生件数の割合が 

高く、過去の 統計からもタイヤの故障発生件数の割合が高いことから、走 

行前にタイヤの摩耗量や外観 の傷の確認及び空気圧の確認等の日常点検を 

確実に実施することにより、このような路上 故障の発生を未然に防ぐ事が 

できると考えられます。 また、「一般道路」については、バッテリーの故障 

発生件数の割合も高くなっています。 その中でも、過放電の割合がバッテ 

リー故障全体の 69.8％（前年 70.9％）を占めており、 バッテリーの長期使 

用による劣化、あるいは電装品の複数同時使用等によりオルタネータ から 

の発電量を超えて電力を消費する状況が続くことで、バッテリーが過放電状 

態になったことが原因であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 
タイヤ亀裂損傷の有無・溝の点検 腐食した不良バッテリー等点検 
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◆日常点検の励行 

  高速道路でパンクやバーストが発生すると危険を伴います。運転の前には、 

タイヤの空気圧・亀裂損傷の有無・溝の深さ（スリップサイン）をしっかり確 

認して下さい。 

  バッテリーが上がる前にはランプ類が暗くなったり、エンジン始動時に回 

転がスムーズに行かなくなったりします。バッテリーの寿命を意識し日頃から 

バッテリー液量の点検を励行して下さい。 

一般的な車に対するバッテリーの平均寿命は 2～5 年。交換頻度は 10 年に 

3～4 回が好ましいとされます。 

またアイドリング搭載車は、停止・再始動を繰り返すのでバッテリーへの負 

担が大きく、バッテリーの寿命は 2～3 年です。 

 

 ●日頃から車両の状況を観察することで不具合を早期発見することです。車両 

を安全な状態を保ち、円滑に業務を推進するためには一日一回必ず日常点検を 

実施しましょう。 

  運転されるドライバーに対し、疲労や病気、飲酒などの状況を確認し、正常 

に運転できる状況を確認して下さい。 

 

 ◆脱輪ナット外れ女児直撃 

2023 年 11 月、札幌市西区の市道で走行中の軽乗用車から外れたタイヤが

歩道上の女児（5）に直撃して重体となった事故で、運転していた被告（51）

と、車の所有者被告（51）の初公判が 16 日、札幌地方裁判所（渡辺史朗裁判

長）であった 

両被告は道路運送車両法違反（不正改造の禁止）の罪に問われ、被告は自動

車運転死傷処罰法違反（過失運転致傷）の罪でも起訴されており、2 人は「間

違いないです」と起訴内容を認めた。 

起訴状によると、2 人は 2023 年 10 月、タイヤ

部分が突出するよう車を不正に改造。被告は 11 月

14 日、運転前に点検する注意義務を怠り、事故を

起こしたとされる。 

（現在も、女児は 1 年以上も意識不明の状態に 

ある。） 

 

11．車両点検 

  車両故障の発生を防止するためには、車両故障発生状況について車種別・部 

不法改造車(整備不良) 
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位別・道路別等の特徴を把握した上で対策を講じて下さい。 

 

 ア．日常点検 

   故障防止の具体的方法は、車両故障の発生状 

況をもとに、管理する車両の運行状況に応じ  

て、日常点検を確実に励行することです。 

 イ．定期点検 

   車両故障防止には、過去の車両故障の発生状況 

を踏まえて重点項目など定期点検整備を取り入れ 

て確実に励行することです。 

 ウ．重点項目 

   日常点検及び定期点検整備は、各々の点検項目にこれらの重点項目 

を加えて実施することになります。 

 

  ●運行管理者制度 

   運行管理者は、ドライバーの安全や事故防止などの管理を実施する担当 

者をさします。 

  ・運転者の指導監督 

  ・点呼による運転者の疲労・健康状態把握 

  ・安全の指導 

  ・事故の記録 

   等などの業務を管理します。 

  ●安全運転管理者 

   安全運転管理者は、自家用自動車を一定台数以上使用している事業所に 

おいて、安全運転管理者や副安全運転管理者を選任し、安全運転の確保を図 

ります。 

   規定の台数以下の場合であっても、安全運転管理者を選任することがで 

きます。 

 

12．交通事故（交通違反）を起こした運転者の責任 

自動車を運転していて人身事故を起こした場合、被害者または被害者遺族に

対する賠償金がどの位になるのかという問題（民事上の責任）、免許  が停

止・取消しになるという（行政上の責任）と、過失運転致死傷罪による懲役刑・

禁錮刑・罰金刑などに問われる問題（刑事上の責任）が同時に発生します。 

 ◆ 刑事処分 

  交通事故の刑事処分では、自動車運転致死傷行為処罰法・道路交通法などの 
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法律をもとに、懲役刑・禁錮刑・罰金刑といった処分を受けます。 

  懲役刑は刑務所に拘留される刑罰で、拘留されている間は一定の期間留置 

場で身柄を拘束され、また、強制的に刑務作業を行わなければなりません。 

  禁錮刑は刑法で定められている刑罰で、身柄を拘束して刑務所に拘留しま 

すが、懲役刑とは異なり刑務作業がありません。ただし受刑者から作業の依頼 

がある場合は、刑務作業を行うことが出来ます。 

  ・懲役刑については故意犯が主体になります。 

  ・禁錮刑とは、「政治犯」や「過失犯」に適用されます。 

   参考に執行猶予は初犯で３年以下の懲役・禁固または 50 万円以下の罰金

に対して付けられる可能性があるものです。 

 ◆ 行政処分 

  交通事故の行政処分とは、違反点数の加算によって運転免許証の取消し処 

分、または免許停止といった処分です。 

  点数制度では過去に 3 年間の交通違反や交通事故について、それぞれ定め 

られている点数が加算されます。その合計点数が一定の基準にたっした場合 

には、運転免許取消しや停止処分などの処分を受けます。 

 ◆ 民事処分 

  交通事故によって被害者が負った損害を金銭で賠償する処分のことです。 

交通事故の損害は、積極損害・消極損害・慰謝料の種類があります。 

  保険制度には自動車損害賠償保険（強制保険）と任意保険とに分けられます。 

例えば、自分が運転する車で他人を跳ねて死亡させてしまった場合に、賠償し 

なければならないことが発生します。強制保険金の支払い限度額は 1 名につ 

き傷害 120 万円、死亡 3,000 万円、後遺障害 4,000 万円であるため、支払限 

度額を上回った場合は、超過分については自己負担となってしまいます。 

しかし、任意保険はこの超過分の賠償金を補う仕組みになっています。 

  ※自動車保険（任意保険）に加入する際は、契約先と内容について吟味のう

え、加入することを進めます。 

    

『参考まで、最高額の事例』 

★5 億 843 万円 死亡 

判決：平成 23 年 11 月 1 日 横浜地裁／被害者：41 歳男性、眼科開業医 

歩行者横断禁止規制のある国道を酩酊して横断を開始。第一車線中央付近

で立ち止まっていた被害者に走行中のタクシーが衝突し、死亡させた。 

 被害者は、病院勤務を経て 5 年前に眼科クリニックを開設した 41 歳の眼

科医。事故前 4 年間の平均所得が 5,500 万円を超える高額所得者であったた

め、逸失利益が 4 億 7,850 万円と高額となった。 
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 被害者側は、医師は一般会社員のような定年もなく、70 歳まで稼働できる

と主張したが、裁判所は、眼科開業医の就労可能年齢が 70 歳であることや

所得水準が事故時と同程度であることの立証もないとして、就労可能期間を

67 歳までとした。事故状況から被害者に 60%の過失を認定した。 

 ★4 億 5381 万円 後遺症 

判決：平成 28 年 3 月 30 日 札幌地裁／被害者：30 歳男性、公務員被害 

者が交差点を歩行横断中、普通貨物車が衝突し、外傷性脳内出血、外傷性く

も膜下出血等の傷害を負い、遷延性意識障害の 1 級 1 号後遺症を残した。 

 症状固定後も引き続き 46 年の余命期間にわたって入院する必要があり、1

年あたり 840 万円の医療費が認められ、また、将来の介護費も 1 年あたり

219 万円が認められた。 

 被害者は症状固定後、国民健康保険法に基づく保険給付等による助成を受

けて、入院に伴う医療費を支払っていないが、今後も同様の保険給付等の存

続が確実であるということができないことから、損害から控除すべき保険給

付等は、当初の 3 年のものであるとされた。 

 ★4 億 5375 万円 後遺症 

判決：平成 29 年 7 月 18 日 横浜地裁／被害者：50 歳男性、コンサルタン 

 ト被害者が信号のない交差点をバイクで走行中に、自動車と衝突し、被害者 

が外傷性くも膜下出血、急性硬膜外血腫等の傷害を被り、後遺障害 1 級 1 号 

の四肢麻痺等の重大な障害を残した。 

  コンサルタント業の収入として年 2400 万円を認定し、これを基礎として 

休業損害や逸失利益を算定しているため、総損害額が高額になっている。 

  なお、交差点に一時停止せずに進入したことから被害者に 65%の過失、人 

身損害についてはヘルメットを適切に着用していなかったことが傷害や後遺 

障害の程度に大きく寄与したということから被害者に 75%の過失を認定し 

た。 

 

 

 

 

令和 7 年 4 月 1 日 

【文責 平井 政敏】 


